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現在 ％の消費税率について、あなたの考えに

最も近いのはどれですか。

・当面は ％を維持すべきだ

・引き上げるべきだ

・引き下げるべきだ

第1170回解説はこの新聞のどこかに

どこを直す？ 京都三大祭

りの一つ「時代祭」では、

明治から平安へ時代を下る

順序で、当時の風習を表現

した行列が街を練り歩く。
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夫婦別姓選べぬ損失

日銀､政治介入に警戒感

下がらぬ被選挙権年齢

政治生命懸け一騎打ち
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ドジャースナ・リーグ優勝

袴田巌さん(右奥)の再審無罪が確定

したことを受けて、静岡県警本部長

(左)が袴田さんに直接謝罪した。

静岡県警トップが謝罪

‖
代
表
撮
影

米大リーグ・ドジ

ャースがナ・リー

グ優勝。大谷翔平

と山本由伸が初の

ワールドシリーズ

へ。
‖
ロイター

日本シリーズ進出

‖
三
浦
研
吾
撮
影

プロ野球・ が７年ぶり日本シ

リーズへ。 年ぶり３度目の日本一

を目指しソフトバンクと対戦する。
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衆院選問われる防災体制

相次ぐ闇バイト強盗
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イスラエルベイルートを空爆

シカで土砂災害発生？

御嶽山噴火遺族２審も敗訴
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みんなの広場 ５
くらしナビ
小説
教育

碁・将棋
スポーツ ～
地域 ・
数独

外
交
、安
保
も
っ
と
議
論
を

ジョシュア・ウォーカー氏
（ジャパン・ソサエティー理事長）

米国生まれ北海道育
ち。地政学リスク分析会
社ユーラシア・グループ
などを経て2019年 月か
ら現職。政治学博士。

衆
院
選
で
は
二
つ
の
点
に
注
目

し
て
い
る
。
一
つ
は
議
席
を
減
ら

す
と
予
想
さ
れ
る
自
民
党
が
選
挙

後
に
ど
れ
ほ
ど
連
立
相
手
に
依
存

す
る
こ
と
に
な
る
か
。
二
つ
目
は

も
し
石
破
茂
氏
が
改
め
て
首
相
に

選
出
さ
れ
た
場
合
、
自
民
党
内
を

ま
と
め
、
現
在
の
暫
定
的
な
内
閣

を
未
来
志
向
型
に
変
え
る
こ
と
が

で
き
る
か
と
い
う
点
だ
。

世
界
は
日
本
に
安
定
を
求
め
て

い
る
。
第
２
次
安
倍
内
閣
以
前
の

よ
う
に
、
首
相
が
毎
年
の
よ
う
に

短
期
間
で
代
わ
る
状
況
は
日
本
に

と
っ
て
も
望
ま
し
く
な
い
。

中
東
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
二
つ
の

戦
争
が
続
き
、
世
界
で
最
も
重
要

な
舞
台
は
日
本
を
含
む
ア
ジ
ア

だ
。
日
本
の
将
来
は
世
界
と
強
く

結
び
つ
い
て
い
る
が
、
有
権
者
の

関
心
は
国
内
問
題
に
向
い
て
い

る
。
今
回
の
選
挙
戦
で
は
外
交
、

安
全
保
障
の
問
題
が
自
民
党
の
総

裁
選
ほ
ど
に
強
調
さ
れ
て
い
な

い
。
こ
れ
は
間
違
い
だ
。

台
湾
危
機
に
直
面
し
た
時
の
日

本
の
役
割
は
何
か
。
常
に
米
国
に

従
う
べ
き
な
の
か
。
も
し
米
国
が

新
た
な
大
統
領
の
下
で
孤
立
主
義

を
強
め
、
中
東
情
勢
か
ら
気
候
変

動
、
通
商
ま
で
評
判
の
悪
い
政
策

に
か
じ
を
切
っ
た
ら
？

こ
れ
ら
の
課
題
に
つ
い
て
、
候

補
者
た
ち
は
独
自
の
視
点
が
必
要

だ
。
自
民
党
に
は
長
い
実
績
が
あ

る
が
、
石
破
氏
が
率
い
る
自
民
党

が
今
ま
で
と
同
じ
か
ど
う
か
は
わ

か
ら
な
い
。

石
破
氏
の
持
論
で
あ
る
日
米
地

位
協
定
改
定
の
行
方
は
、

月
の

米
大
統
領
選
の
結
果
が
左
右
す

る
。
日
本
に
こ
れ
ま
で
以
上
の
負

担
を
求
め
る
ト
ラ
ン
プ
前
大
統
領

が
勝
て
ば
、
た
だ
ち
に
再
交
渉
を

望
む
は
ず
だ
。
石
破
氏
は
そ
れ
を

好
機
と
捉
え
る
の
が
賢
明
で
は
な

い
か
。

バ
イ
デ
ン
政
権
の
政
策
を
継
続

す
る
と
み
ら
れ
る
ハ
リ
ス
副
大
統

領
が
勝
て
ば
、
長
く
機
能
し
て
き

た
協
定
を
再
検
討
し
た
い
と
は
考

え
な
い
だ
ろ
う
。
地
位
協
定
の
現

状
は
、
あ
る
意
味
で
日
米
間
と
い

う
よ
り
も
東
京
と
沖
縄
の
問
題
と

考
え
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
石
破

氏
が
ど
う
し
た
い
の
か
具
体
的
な

考
え
は
見
え
な
い
。

来
年
１
月
に
新
大
統
領
が
就
任

す
る
米
国
は
、
中
国
に
対
す
る
反

発
で
は
一
つ
に
な
る
だ
ろ
う
。
ハ

リ
ス
氏
も
ト
ラ
ン
プ
氏
も
、
中
国

の
世
界
に
お
け
る
振
る
舞
い
を
何

ら
か
の
形
で
罰
す
べ
き
だ
と
み
な

す
点
で
は
一
致
す
る
。
多
く
の
葛

藤
を
抱
え
た
関
係
と
な
る
。
「
良

い
警
官
、
悪
い
警
官
」
と
呼
ぶ
交

渉
術
が
あ
る
。
米
国
が
威
圧
的
な

「
悪
い
警
官
」
な
ら
、
日
本
は
中

国
に
と
っ
て
話
の
わ
か
る
「
良
い

警
官
」
と
し
て
仲
介
役
を
担
う
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
。
も
し
日
本

ま
で
米
国
の
よ
う
に
強
い
言
葉
で

敵
対
的
な
態
度
を
取
れ
ば
、
事
態

は
さ
ら
に
悪
化
す
る
だ
ろ
う
。

【
聞
き
手
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
八
田

浩
輔
、
写
真
も
】

‖
つ
づ
く
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毎
日
新
聞
は
衆
院
選
の
全
候
補
者
１
３
４
４
人
に
対
し
、
自
民
党
派
閥
の
政
治
資
金
パ
ー
テ

ィ
ー
裏
金
事
件
や
防
衛
増
税
な
ど
へ
の
考
え
を
尋
ね
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
。
裏
金
事
件

の
真
相
解
明
の
必
要
性
に
つ
い
て
、
全
候
補
者
の

％
が
「
真
相
解
明
を
進
め
る
べ
き
だ
」
と

回
答
し
た
一
方
、
自
民
に
限
る
と

％
に
と
ど
ま
り
、
無
回
答
も

％
あ
っ
た
。
野
党
だ
け
で

な
く
連
立
与
党
の
公
明
党
で
も
真
相
解
明
を
求
め
る
回
答
が
大
半
を
占
め
、
自
民
の
後
ろ
向
き

な
姿
勢
が
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
。

（
２
、
５
面
に
関
連
記
事
）

１
９
９
４
年
に
与
野
党
が
廃

止
方
針
で
合
意
し
て
い
た
企
業

・
団
体
献
金
に
つ
い
て
も
自
民

は

％
が「
廃
止
は
必
要
な
い
」

と
回
答
し
、
他
党
に
比
べ
突
出

し
て
い
る
。

裏
金
事
件
を
巡
っ
て
は
旧
安

倍
派
な
ど
の
元
会
計
責
任
者
ら

が
有
罪
判
決
を
受
け
た
も
の

の
、
ノ
ル
マ
超
過
分
の
キ
ッ
ク

バ
ッ
ク
（
還
流
）
や
政
治
資
金

収
支
報
告
書
へ
の
不
記
載
が
い

つ
ど
の
よ
う
に
始
ま
っ
た
か
は

明
確
に
な
っ
て
い
な
い
。
自
民

は
党
内
調
査
で
裏
金
の
違
法
な

使
用
は
な
か
っ
た
と
結
論
づ

け
、
検
察
に
よ
る
捜
査
も
終
結

し
て
い
る
と
し
て
、
石
破
茂
首

相
も
現
時
点
で
の
再
調
査
は
必

要
な
い
と
の
立
場
だ
。
不
記
載

を
理
由
に
非
公
認
と
し
た
候
補

を
、
選
挙
後
に
追
加
公
認
す
る

可
能
性
に
触
れ
て
い
る
。

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
自
民
の

％
が
「
真
相
解
明
を
進
め
る

必
要
は
な
い
」
と
答
え
、
主
要

政
党
で
は
最
も
多
か
っ
た
。

た
だ
、
秘
書
が
香
典
を
配
っ

て
公
職
選
挙
法
違
反
な
ど
の
罪

で
有
罪
が
確
定
し
た
旧
安
倍
派

の
元
衆
院
議
員
が
裏
金
を
原
資

に
し
て
い
た
疑
い
や
、
唯
一
存

続
を
決
め
た
麻
生
派
で
も
２
０

１
７
年
以
前
に
裏
金
作
り
を
し

て
い
た
疑
い
が
浮
上
し
、
野
党

は
再
調
査
を
求
め
て
い
る
。
立

憲
民
主
党
の
野
田
佳
彦
代
表
は

「
裏
金
隠
し
解
散
」
と
繰
り
返

し
指
摘
し
、
最
大
の
争
点
だ
と

訴
え
て
い
る
。

ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
、
立
憲
民

主
党
の

％
、
日
本
維
新
の
会

の

％
、
共
産
党
の

％
、
国

民
民
主
党
の

％
が
「
真
相
解

明
が
必
要
」
と
回
答
し
た
。

与
党
の
公
明
も
、
裏
金
問
題

で
自
民
か
ら
公
認
を
得
ら
れ
な

か
っ
た
候
補
に
も
推
薦
を
出
し

つ
つ
、
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
「
真

相
解
明
が
必
要
」
と
の
回
答
が

％
に
及
ん
だ
。
孤
立
化
が
進

む
自
民
は
衆
院
選
後
の
国
会
で

も
対
応
に
迫
ら
れ
そ
う
だ
。

営
利
を
目
的
と
す
る
企
業
に

よ
っ
て
政
策
が
ゆ
が
め
ら
れ

る
と
し
て
、
長
年
議
論
さ
れ

て
き
た
企
業
・
団
体
献
金
に

つ
い
て
は
、「
廃
止
す
べ
き
だ
」

が
全
候
補
者
の

％
、
「
廃
止

す
る
必
要
は
な
い
」
が

％
だ

っ
た
。年

の
政
治
改
革
で
与
野
党

は
将
来
的
な
廃
止
方
針
で
合
意

し
た
が
、
政
党
だ
け
で
な
く
、

代
表
の
政
治
家
と
一
体
に
な
っ

て
い
る
実
態
が
指
摘
さ
れ
る
政

党
支
部
へ
の
献
金
も
認
め
ら

れ
、
「
抜
け
道
」
と
批
判
さ
れ

て
き
た
。
６
月
に
成
立
し
た
改

正
政
治
資
金
規
正
法
で
も
、
企

業
・
団
体
献
金
の
あ
り
方
は
盛

り
込
ま
れ
な
か
っ
た
。

首
相
は
廃
止
に
否
定
的
だ
。

自
民
で
「
廃
止
す
べ
き
だ
」
と

答
え
た
の
は
４
％
だ
っ
た
一

方
、
立
憲
は

％
を
占
め
、
与

野
党
の
違
い
が
鮮
明
と
な
っ

た
。ア

ン
ケ
ー
ト
は
首
相
が
衆
院

解
散
を
表
明
し
た
後
の
４
日
か

ら
配
布
を
始
め
た
。
回
収
率
は

・
６
％
。

【
池
田
直
】

◇

質
問
と
選
択
肢
の
詳
細
は

「
毎
日
新
聞
ボ
ー
ト
マ
ッ
チ
・

え
ら
ぼ
ー
と
」
（
左
下
に
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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人
が
死
亡
し
、
１
人
が
行
方

不
明
に
な
っ
て
い
る
能
登
豪
雨
で

石
川
県
の
被
災
地
は

日
、
発
生

か
ら
１
カ
月
を
迎
え
た
。
こ
れ
ま

で
に
計

棟
の
全
半
壊
と
３
１
８

棟
の
床
上
浸
水
、
１
０
５
５
棟
の

床
下
浸
水
が
確
認
さ
れ
た
。
被
害

は
さ
ら
に
大
き
く
な
る
可
能
性
が

あ
る
。

県
に
よ
る
と
、
輪
島
市
と
珠
洲

市
で
は
計
１
０
１
２
戸
が
断
水
し

た
ま
ま
だ
。
元
日
の
地
震
を
受
け

て
整
備
さ
れ
た
仮
設
住
宅
計
２
２

２
戸
も
床
上
浸
水
し
た
。
輪
島
市

で
は

日
、
新
た
な
仮
設
住
宅
計

１
１
６
戸
が
着
工
さ
れ
た
。

県
内
で
は
３
９
１
人
が
避
難
所

に
身
を
寄
せ
、
ホ
テ
ル
な
ど
県
が

用
意
し
た
「
２
次
避
難
所
」
に
は

人
が
生
活
し
て
い
る
。
こ
の
ほ

か
、
地
震
の
影
響
で
１
４
７
人
が

避
難
所
で
、
１
０
４
人
が
２
次
避

難
所
で
過
ご
す
。
【
伝
田
賢
史
】

能登豪雨１カ月復旧遠く

流木などのがれきが残る、記録的豪雨から１カ月となった

石川県輪島市町野町南時国地区‖21日
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「
も
し
可
能
な
ら
、
日
中

国
交
回
復
あ
た
り
を
基
点
に

し
て
、
田
中
角
栄
を
演
じ
て

み
た
い
な
ァ
」
「
田
中
角
栄

も
ロ
ッ
キ
ー
ド
事
件
の
前
ま
で
は
描
か

れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
で
は
朝
鮮
出
兵

を
省
い
た
太
閤
記
と
同
じ
」
。
自
伝
に

書
い
て
い
る
（
「
役
者
人
生
、
泣
き
笑

い
」
）
▲
先
日

歳
で
亡
く
な
っ
た
俳

優
の
西
田
敏
行
さ
ん
。
「
雪
国
だ
し
明

治
維
新
で
官
軍
に
や
ら
れ
た
」
。
田
中

元
首
相
の
出
身
地
、
新
潟
に
故
郷
の
福

島
と
の
共
通
点
を
感
じ
て
い
た
。
自
国

の
暗
部
も
え
ぐ
る
ハ
リ
ウ
ッ
ド
の
よ
う

に
功
罪
含
め
た
「
角
さ
ん
」
を
演
じ
て

「
内
な
る
日
本
人
」
像
を
浮
か
び
上
が

ら
せ
た
か
っ
た
そ
う
だ
▲
「
内
面
は
ど

ん
な
で
あ
っ
た
か
。
『
今
太
閤
』
と
い

わ
れ
た
の
に
面
倒
を
み
て
育
て
た
身
内

の
議
員
か
ら
も
次
々
裏
切
ら
れ
て
い
く

わ
け
で
す
…
…
精
神
的
葛
藤
、
焦
燥
感

っ
て
も
の
す
ご
い
も
の
だ
っ
た
ろ
う
」

▲
豊
臣
秀
吉
に
西
郷
隆
盛
。
通
信
社
カ

メ
ラ
マ
ン
や
釣
り
バ
カ
の
ダ
メ
社
員
。

幅
広
い
役
柄
の
ど
れ
も
が
は
ま
り
役
だ

っ
た
。
「
自
然
に
自
分
の
中
か
ら
わ
き

出
て
く
る
演
技
」
を
大
事
に
し
、
悪
役

に
も
個
性
が
出
た
。
願
い
が
か
な
っ
て

い
れ
ば
政
治
ド
ラ
マ
の
名
作
が
生
ま
れ

て
い
た
だ
ろ
う
▲
「
中
国
の
ト
ッ
プ
レ

ベ
ル
の
俳
優
に
周
恩
来
役
を
や
っ
て
も

ら
っ
て
腹
心
の
二
階
堂
進
さ
ん
や
金
丸

信
さ
ん
、
梶
山
静
六
さ
ん
な
ど
個
性
の

あ
る
議
員
に
は
、
誰
そ
れ
が
っ
て
」
。

８
年
前
の
入
院
中
に
は
「
妄
想
」
を
膨

ら
ま
せ
て
い
た
と
い
う
▲
折
か
ら
衆
院

選
が
た
け
な
わ
で
あ
る
。
裏
金
事
件
に

関
わ
っ
た
候
補
者
の
多
く
が
苦
戦
し
て

い
る
そ
う
だ
が
、
内
面
の
葛
藤
は
ど
の

程
度
の
も
の
な
の
か
。
西
田
さ
ん
の
関

心
を
引
き
そ
う
な
、
深
み
の
あ
る
人
物

は
思
い
浮
か
ば
な
い
。

公
明

％
、野
党
は

％
超
候補者アンケ
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